
1 

 

親権・監護権に関するペンシルバニア州（米国）法令の調査報告書 

概説 

 

執筆者：琉球大学法科大学院教授 武田 昌則 

2019年 9月 

 

ペンシルバニア州親族法の概要 

 ペンシルバニア州親族法の法律は，1 編から 79 編で構成されるペンシルバニア州法の第 23 編

「家族関係」（TITLE 23 DOMESTIC RELATIONS）として規定されている。 

第 23 編は I から VIIIA までの部（PART）に分類される 1 から 84 までの章（Chapter）で構成

されており，親権ないし監護権については，その実体的な内容及び手続につき，第 4 部の子ども

と未成年者（PART VI. CHILDREN AND MINORS）の中の第 53 章の子の監護権（Chapter 53 - Child 

Custody）において規定されている。 

州ないし国を超える監護権に関する管轄等を規律する UCCJEA の規定が第 4 部の第 54 章とし

て規定されているほか，第 52 章の統一子奪取防止法（Uniform Child Abduction Prevention Act）に

おいて州ないし国を超える子の奪取に関する裁判所の命令等について規定されている。子の奪取

が差し迫っている場合にもその危険を防ぐために裁判所が差止命令等を発することができる旨が

規定されているが，その内容はコロラド州法 13.5 章とほぼ同様であるので，そちらを参照された

い。 

 

PART VI.  CHILDREN AND MINORS 

Chapter 51 - General Provisions 

Chapter 52 - Uniform Child Abduction Prevention 

Chapter 53 - Child Custody 

Chapter 54 - Uniform Child Custody Jurisdiction and Enforcement 

 

親権・監護権の概念・内容 

親権ないし監護権に相当する概念あるいは関連する概念として，他の多くの州と同様に，法的

監護権（Legal Custody 医療，宗教，教育上の決定を含む主要な決定を子のために行う権限），身

上監護権（Physical Custody 子を実際に身体的に保護し支配する権限）という種別があり，それ

ぞれにつき，単独(sole)と共有(shared)があるほか，身上監護権については，主要身上監護権

（Primary Physical Custody 過半数の期間につき子の身上監護権を有すること），部分身上監護権

（Partial Physical Custody 過半数未満の期間につき子の身上監護権を有すること），及び，監督

付身上監護権（Supervised Physical Custody 裁判所より指名された，または，当事者が合意した

機関又は成人が上記の権限を有する者と子との間の相互交流を監視すること）という種別も規

定されている（5322 条(a)，5328 条）。 

 また，他の制定法での面会交流（Visitation）は上記の部分身上監護権，共有身上監護権，また

は監督付身上監護権のいずれかに解される旨規定されている（5322 条(b)）。 
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以上の規定からすれば，ハーグ条約上の監護権の侵害の有無については，子との接触が権利と

して保証されている状況下で子が奪取された場合には，認められる可能性が高いものと解され

る。 

なお，2018 年 5 月 4 日に発効した法改正により，あるゆる形の身体的監護権または法的監護権

につき，親以外の者であっても，子のために責任を負うものであるか，又はその意思を有するも

のであることが明確かつ説得力のある証拠によって立証する者にも当事者適格が認められた

（5324 条(4)）。 

 

ドメスティック・バイオレンス等の考慮 

 監護権の付与にあたり考慮すべき事情として，「一方当事者又はその家族により犯された現在

又は過去の虐待，子又は虐待された当事者に対する害悪の継続的な危険の有無，及び，いずれの

当事者がより適切に子の身体の安全を確保し子を監督できるか否か」が規定されており（5328 条

(a)(2)），ドメスティック・バイオレンスのケースにおいて子を害悪から守るために必要な合理的

な安全措置をとるべき場合において子を引き渡さなかったことや，一方当事者が子を他方当事者

の虐待から保護しようとした努力が監護権の決定にあたって不利に考慮されてはならない趣旨の

規定（5328 条(a)(8)(13)）が置かれている。 

 


